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研究に目覚めたゲーム少年

　ファミコン世代で、高校生まではゲー
ムばかりしていました。たいした夢もな
く、将来はサラリーマンかな、と漠然と
考えていました。特に生物が好きだった
わけではありません。
　しかし大学に入って、先生方が未知の
現象の解明に生き生きと取り組み、夢に
挑んでいるのだと知りました。卒業研究
を始めてみると、これがゲームより面白
くて夢中になったのです。大学院では、
その後の研究対象となるラン藻との運命
的な出会いを果たしました。

バイオプラスチックで社会貢献を

　ラン藻は、光合成を行う細菌の一種で、
シアノバクテリアとも呼ばれます。さま
ざまな環境に適応しており、中にはポリ
ヒドロキシ酪酸（PHB）というバイオ
プラスチックを体内で生産する種もいま
す。PHBは生分解性で、従来の石油系
プラスチックに替わる素材の１つとして
期待されています。１つのラン藻細胞が
生産できるPHBの量は少ないのが現状
ですが、これを増やすことができれば、
工業応用に向けて、理想的な製造方法に
なる可能性があります。

ラン藻は夢の詰まった“ポケット”

　ラン藻で社会に貢献できる研究をした
いと考え始めた頃、勤務先の理化学研究
所でバイオマス工学の研究プログラムが
スタート。さらに同年、「さきがけ」で
藻類によるバイオエネルギー創成を目指
す領域※が開始しました。まるで私のた
めではないかと思うタイミングで、運命
を感じて応募し無事に採択されました。
　さきがけ研究では、ラン藻でグリコー
ゲンの分解を制御するSigEという因子
を過剰に発現させるとPHBの生産量を
2.5倍まで高められることを見いだしま
した。ここに至るまでには、半年ごとの
領域会議で「生物学的な意味はわかるが
工学的な意義は何か」と厳しく指摘され、
極度の重圧にとらわれたこともありまし
た。しかし、そこで鍛えられ、多面的な
見方の必要性に気づかされたことは、私
の研究者人生の大きな財産です。今後、
さらなる応用につなげるため、PHBと
水素ガスなど複数の有用物質の同時生産
が可能な新たな方法論の構築に挑んでい
きます。
　ラン藻は繊細で難しさもありますが、
シンプルだからこそさまざまに応用でき
る可能性があります。願いをかなえてく
れるドラえもんのポケットのような存在

なのです。
　再生可能な生物資源でイノベーション
を起こしたい。「今、自分がやらなくて
誰がやるのか」という気持ちで夢の実現
に奮闘しています。
※ 「藻類・水圏微生物の機能解明と制御によるバイオエネル

ギー創成のための基盤技術の創出」領域は、チーム型研究
「CREST」と個人型研究「さきがけ」の2体制で実施してい
る。
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戦略的創造研究推進事業さきがけ「藻類・水圏微生物の機能解明と制御
によるバイオエネルギー創成のための基盤技術の創出」領域
研究課題「糖代謝ダイナミクス改変によるラン藻バイオプラスチックの増産」

小さなラン藻の
大きな可能性に挑む

●小山内さんの詳しい研究内容を知りたい方はこちらへ
http://www.bioenergy.jst.go.jp/scholar/presto1.html
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小山内 崇

愛息2人と休日を過ごすのが楽しみ。さきがけ
採択後、間もなく生まれた次男も2歳に成長。

自作のインキュベータで培養中のラン藻。バイオプラス
チックを作らせるためにチューブでCO2を送り込む。
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